
【資料 3-2】 

実証運行 2路線の評価に関する検討プロセスとタイムスケジュールについて 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
評価基準による 

運行評価 

代替案の検討 

代替案の 
提示(※3) 

運行計画の 
具体化 

公共交通サービスの
提供（現行の運行） 

 

公共交通サービス
の提供に関する抜
本的な見直し検討 

ＯＫ 

ＮＧ 

ＮＧ 

中間報告(※1) 

ＯＫ 運行の 
継続 

ＯＫ 

ＮＧ 

中間報告(※1) 

※3 
運賃の改定（200 円） 
他のサービス内容は現行通り 

・実証運行中の北新町・萩の台を対
象とする（他 3 路線については
H30.10 に運賃改定を予定） 

・北新町線の生駒駅南口～生駒市立
病院までの運行区間は現行の 150
円とする。 

 
※4 
H30.3までの評価において、評価

基準を満たさなかった場合は、
H30.4 から新たな代替案で運行を
実施する予定 
・萩の台については、70％を下回ら
ない場合は、運行日を削減するこ
とも考えられる。 

※1 
適宜利用状況を確認し、住民との

協働により改善策を検討 
・住民に利用状況を周知し、利用を
促す 

・実行可能な改善策(停留所位置の変
更等)を検討し、実施 

運輸局に届出 

代替案の検討 

※2 
・アンケート調査、ヒアリング調査
等を実施し、提供している公共交
通サービス内容が活用活動機会に
対応しているかを検証し、代替案
を検討するための判断材料を得る 

実態調査による
サービス内容の
検証（※2） 

評価基準の決定 

実態調査による
サービス内容の
検証（※2） 

Ｈ29.4 
～Ｈ29.6 

Ｈ29.11 

 
評価基準による 
運行評価(※5) 

 

Ｈ29.7 
～Ｈ29.8 

Ｈ30.3 
(3/1に評価を行う) 

Ｈ30.9 

Ｈ30.4,5 

Ｈ30.10 

Ｈ29.11 
～Ｈ30.2 

Ｈ29.9 

※5 
ただし、検討した代替案による実

証運行の期間が短いため、評価に当
たっては、季節変動等を加味して利
用実績を補正するなど工夫を行う。 
（評価は H29.11 以降、月毎に評価を
行い、代替案の検討に反映する） 

 
H30.9 における評価は、評価対象期

間を H29.11～H30.8の 10ヵ月間とし
て、評価を行う。 
なお、評価基準を満たす場合、運

行継続後の評価方法等については、
今後検討することとする。 

運行の 
継続 

運行の 
継続 

中間報告(※1) 

 
評価基準による 
運行評価(※5) 

運輸局に届出 

代替案による 
運行実施 

運行計画の 
具体化 

代替案の 
設定(※4) 

代替案による 
運行実施 

住民による 
代替案の選択 


